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１． 平成 17 年３月期の業績予想（平成 16 年４月１日 ～ 平成 17 年３月 31 日） 
（１）連結業績予想             （百万円未満切捨） 
 売 上 高 
平成 17 年３月期予想    303,000 百万円  - ％ 
平成 16 年３月期実績    186,431 百万円  - ％ 
（注）①当社は平成 15 年 10 月１日付の会社分割による建設事業部門の承継後に営業を開始いたしました。従いまし 

     て、平成 16 年３月期実績は６カ月間の計数となっております。 
 ②パーセント表示は、前年同期比増減率 
   平成 17 年３月期予想  比較数値である平成 16 年３月期実績が６カ月間の計数であるため記載しておりま 
                   せん。 
   平成 16 年３月期実績  設立初年度であるため記載しておりません。 
 
 
 

（２）個別業績予想                                 （百万円未満切捨） 
 売 上 高 受 注 高 

平成 17 年３月期予想    294,000 百万円  - ％    275,000 百万円 △2.2％ 
平成 16 年３月期実績    1７8,996 百万円  - ％    281,094 百万円   6.9％ 
（注）①当社は平成15年10月 １日付の会社分割による建設事業部門の承継後に営業を開始いたしました。従いまし 
     て、平成 16 年３月期実績は６カ月間の計数となっております。但し、受注高の平成 16 年３月期実績は（旧）東 
     急建設の上期＋（新）東急建設の通期（下期）の計数を記載しております。 
    ②パーセント表示は、前年同期比増減率 
     （売上高の前年同期比増減率） 
   平成 17 年３月期予想  比較数値である平成 16 年３月期実績が６カ月間の計数であるため記載しておりま 
                   せん。 
   平成 16 年３月期実績  設立初年度であるため記載しておりません。 

      （受注高の前年同期比増減率） 
   平成 17 年３月期予想  比較数値である平成 16 年 ３月期実績は（旧）東急建設の上期＋（新）東急建設の 
                   通期（下期）の計数。 
   平成 16 年３月期実績  比較数値は（旧）東急建設の平成 15 年３月期実績。 
 

 

 
[連結・個別業績予想に関する定性的情報等] 

 現時点においては、平成 16 年 11 月 10 日の中間決算発表時の業績予想から変更はありません。 
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２． 平成 17 年３月期第３四半期業績の概況（平成 16 年４月１日 ～ 平成 16 年 12 月 31 日） 

（１）個別受注実績                     （百万円未満切捨） 
 受注高 
平成 17 年３月期第３四半期 200,072 百万円     8.1％ 
平成 16 年３月期第３四半期 185,050 百万円   25.0％ 

(注)①受注高は、当該四半期までの累計額 

    平成16年３月期第３四半期  （旧）東急建設の上期受注実績＋（新）東急建設の第３四半期受注実績 

②パーセント表示は、前年同四半期比増減率 

  平成 17 年３月期第３四半期  比較数値である平成 16 年３月期第３四半期は（旧）東急建設の上期受注実 

                      績＋（新）東急建設の第３四半期受注実績。 

  平成16年３月期第３四半期  比較数値は（旧）東急建設の平成15年３月期第３四半期受注実績。 

 

 

(参考)受注実績内訳                                    (単位：百万円、百万円未満切捨) 

区 分 平成 17 年３月期 
第３四半期 

平成 16 年３月期 

第３四半期 比較増減 増減率 

国 内 官 公 庁 25,000（ 12.5%） 18,306（  9.9%） 6,693 36.6%

国 内 民 間 30,272（ 15.1 ） 21,571（ 11.7 ） 8,700 40.3 

海    外 91（  0.0 ） 463（  0.3 ） △372 △80.3 

土 
 
木 

計 55,363（ 27.6 ） 40,341（ 21.9 ） 15,022 37.2 

国 内 官 公 庁 12,707（  6.4 ） 10,080（  5.4 ） 2,626 26.1 

国 内 民 間 131,827（ 65.9 ） 134,633（ 72.7 ） △2,806 △2.1 

海    外 173（  0.1 ） △4（△0.0 ） 178 - 

建 
 
築 

計 144,708（ 72.4 ） 144,709（ 78.1 ） △1 △0.0 

国 内 官 公 庁 37,707（ 18.9 ） 28,386（ 15.3 ） 9,320 32.8 

国 内 民 間 162,099（ 81.0 ） 156,204（ 84.4 ） 5,894 3.8 

海    外 265（  0.1 ） 459（  0.3 ） △193 △42.2 

建 
 
設 
 
事 
 
業 合 

 
計 

計 200,072（ 100.0 ） 185,050（ 100.0 ） 15,021 8.1 

(注)①（ ）内のパーセント表示は、構成比率 

  ②受注高は、当該四半期までの累計額 

   平成 16 年３月期第３四半期  （旧）東急建設の上期受注実績＋（新）東急建設の第３四半期受注実績 

 
 
[個別受注実績に関する定性的情報等] 

 第３四半期の個別受注実績は、前年同四半期比 8.1％増の約 2，000 億円となりました。これは、国内官公庁に

おいて地方の機関からの受注が土木・建築工事共に増加したこと、国内民間において鉄道関連工事の受注が増

加したことによるものです。 
 
 
（２）当該四半期において企業集団の財政状態及び経営成績に重要な影響を与えた事象 
 該当する事象は特に発生しておりません。 
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